
津
軽
は
頻
繁
に
凶
作
に
み
ま
わ
れ
た
。

元
禄
五
年
（
’
六
九
二
）
二
月
九
日
金
木
村
で
大
火
、
家
屋
二
八
軒
全
焼
す
る
。

四
月
旱
越
、
五
月
十
三
日
か
ら
風
雨
強
く
、
寒
さ
が
身
に
し
む
。
七
月
三
日
朝
、

水
霜
が
降
り
手
足
が
凍
え
た
。
十
五
日
は
暴
風
吹
き
ま
く
り
、
一
三
日
と
二
八
日

は
大
風
の
後
、
水
霜
が
降
り
不
作
と
な
っ
た
。
十
月
十
六
日
か
ら
雪
が
降
り
始
め
、

毎
日
の
吹
雪
続
き
で
稲
の
島
立
雪
の
下
に
な
っ
た
、
そ
れ
を
掘
り
出
し
て
家
に
運

ん
だ
処
も
あ
っ
た
、
三
分
作
で
あ
る
。

江
戸
時
代
徳
川
幕
府
は
田
畑
合
せ
て
一
町
歩
、
特
高
一
○
石
の
農
民
が
標
準
百

姓
と
し
て
い
た
。
貞
享
四
年
（
一
七
八
七
）
の
頃
、
津
軽
の
広
田
組
で
は
一
戸
当

り
二
町
五
反
五
畝
、
特
尚
十
八
石
九
斗
で
幕
府
標
準
の
二
倍
前
後
に
達
し
て
い
る
。

津
軽
藩
は
友
商
四
万
五
千
石
だ
っ
た
が
、
正
保
二
年
（
ニ
ハ
四
五
）
に
村
数
三

三
六
、
石
高
十
万
二
千
石
余
。
寛
文
四
年
（
’
六
六
四
）
に
は
村
数
三
四
一
、
・
石

向
十
五
万
五
千
石
だ
っ
た
。
こ
れ
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
新
検
に
よ
れ
ば
、

村
数
六
三
四
、
石
高
三
〈
万
二
千
石
に
増
加
し
た
。
さ
ら
に
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
に
は
村
数
八
二
五
、
石
高
二
九
万
六
千
石
余
と
な
り
、
生
産
高
が
五
○
年
間

に
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
稲
作
に
関
し
て
は
日
本
岐
高
の
先
進
地
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
津
軽
の
農
民
は
凶
昨
に
苦
し
み
、
そ
の
た
び
に
多
数
の
餓

死
者
を
出
し
、
貧
苦
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
余
り
に
も
矛
盾
す
る

話
し
で
あ
る
。

れ
今
日
の
美
田
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

◎
津
軽
藩
は
稲
作
の
先
進
地

野
の
北
半
分
の
新
田
を
次
々
と
完
成
さ
せ
た
。
宝
永
年
間
（
一
七
○
四
’
一
七
二
）

に
は
七
里
長
浜
（
鯵
ヶ
沢
’
十
三
）
と
よ
ば
れ
る
日
本
海
沿
岸
の
砂
丘
地
帯
に
巾
四

キ
ロ
、
長
さ
四
○
キ
ロ
の
防
風
林
を
完
成
し
た
。
俗
に
屏
風
山
と
い
わ
れ
る
の
は
木

造
新
田
を
砂
あ
ら
し
か
ら
守
る
た
め
防
風
林
で
屏
風
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
偏
政
が
名
君
と
う
た
わ
れ
た
か
げ
に
は
、
新
川
開
発
に
従
蝋
し
た
多

数
の
百
姓
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
津
軽
平
野
の
開
発
は

当
時
の
百
姓
達
の
血
と
汗
と
涙
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
開
発
工
張
は
、
希
鋼
す
る
も
の
に
め
い
め
い
勝
手
に
や
ら
せ
て
い

た
。
だ
か
ら
開
拓
者
も
ま
ち
ま
ち
で
浮
浪
人
、
、
筒
姓
、
町
人
な
ど
で
、
は
っ
き
り

し
た
計
画
も
な
く
工
躯
は
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
偏
政
は
組
織
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的
に
開
発
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
武
士
を
つ
け
、
藩
が
う
ち

立
て
た
計
画
に
そ
っ
て
広
い
地
域
を
一
斉
に
開
発
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
づ
小
禄

の
足
軽
達
に
呼
び
か
け
て
開
発
者
の
指
導
者
と
し
、
武
士
を
や
め
て
開
発
者
に
転

さ
い
ご
う

ず
る
者
を
「
在
郷
」
と
よ
ん
で
、
開
発
地
半
額
を
給
与
す
る
小
知
行
派
を
行
な
っ

た
。

当
時
の
下
級
武
士
達
は
、
扶
持
米
も
満
足
に
貰
っ
て
い
な
い
者
が
多
か
っ
た
の

で
「
在
郷
」
の
希
望
者
は
か
な
り
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
在
郷
」
に
は
十
年
間
の

年
貢
の
免
除
、
飯
米
、
家
屋
建
築
用
の
木
材
を
支
給
す
る
保
護
策
も
と
っ
た
。

し
か
し
、
領
内
の
百
姓
だ
け
で
は
人
夫
が
足
ら
ず
、
南
部
・
秋
田
・
仙
台
・
関

東
な
ど
か
ら
開
拓
者
を
募
集
し
た
の
で
あ
る
。

新
田
開
発
に
は
先
づ
岩
木
川
の
灌
概
、
排
水
等
の
土
木
工
事
か
ら
穣
極
的
に
進

め
ら
れ
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
五
所
川
原
堰
工
事
に
着
手
し
た
。
五
所
川
原

４

一
帯
は
水
を
引
く
岩
木
川
よ
り
土
地
が
高
か
っ
た
の
で
代
表
的
難
工
事
と
い
わ
れ
、
『

延
べ
一
万
八
千
余
の
、
人
夫
を
各
村
々
に
割
当
て
、
翌
五
年
に
完
成
し
た
。
こ
の

用
水
路
は
藤
崎
町
で
岩
木
川
か
ら
取
水
す
る
約
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
も

の
で
あ
っ
た
・

倫
政
は
、
工
事
の
見
廻
り
役
の
武
士
に
「
仕
事
を
怠
け
る
者
が
あ
っ
た
ら
、
｜

日
三
人
ま
で
斬
り
捨
て
ご
免
の
許
可
を
与
え
る
。
」
と
命
じ
て
い
る
。
開
発
の
た
め

に
は
、
人
夫
の
命
な
ど
、
虫
け
ら
同
然
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

偏
政
は
五
所
川
原
堰
が
完
成
す
る
と
、
休
む
間
も
な
く
、
も
っ
と
大
が
か
り
な

小
阿
弥
暇
の
大
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
こ
の
工
事
に
は
人
夫
が
十
五
万
八
五
七

三
人
、
馬
が
五
八
六
頭
使
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
木
造
、
金
木
、
俵
元
の
三
新
田
の
開
発
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
た
だ
の
荒
地
に
過
ぎ
な
か
っ
た
津
軽
平
野
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
開
発
さ

元
禄
六
年
二
月
十
三
・
四
日
捗
日
は
、
雪
ど
け
水
で
岩
木
川
が
大
洪
水
と
な
り
、

川
沿
い
の
村
々
で
は
水
が
容
易
に
引
か
ぬ
た
め
床
上
で
餓
死
す
る
者
も
あ
っ
た
。

二
月
二
四
日
雪
が
一
尺
も
降
る
。
そ
れ
に
三
月
か
ら
九
月
ま
で
度
々
洪
水
が
起
っ

た
。
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
天
候
は
不
順
で
、
夏
に
な
っ
て
も
東
北
風
が
吹
き
続

き
、
冷
害
の
た
め
不
作
と
な
っ
た
。

六
月
二
十
日
小
田
川
山
と
喜
良
市
山
が
焼
け
る
。

七
月
二
十
日
川
倉
山
が
焼
け
る
。

元
禄
七
年
、
前
年
の
凶
作
の
た
め
、
春
か
ら
食
糧
が
乏
し
く
な
り
、
飢
え
た
人
々

が
道
路
に
充
満
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
五
月
二
七
日
大
地
震
が
起
り
、
二
九

日
ま
で
に
二
○
回
ぐ
ら
い
揺
れ
、
あ
げ
く
に
岩
木
山
が
噴
火
し
て
山
麓
に
大
火
災

が
発
生
し
た
。
各
地
に
亀
裂
を
生
じ
田
畑
の
荒
廃
が
多
く
で
た
。
死
傷
者
は
な
か

っ
た
が
、
稲
の
作
柄
甚
だ
悪
く
大
凶
作
と
な
っ
た
。

反

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
春
か
ら
気
候
順
調
で
、
稲
の
成
育
が
非
常
に
よ
か
っ
た

兵

が
、
七
月
三
日
天
候
が
急
変
し
雨
降
り
と
な
り
四
日
朝
に
は
岩
木
川
か
ら
西
の
方

向
は
積
雪
一
尺
余
と
な
る
七
月
十
日
頃
漸
く
消
え
た
が
、
東
風
に
吹
き
続
き
冷
気

甚
だ
し
く
、
二
五
日
夜
に
厚
霜
が
降
り
た
。
そ
れ
が
た
め
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
な
ど

葉
が
枯
れ
、
青
田
が
全
滅
し
て
文
字
通
り
皆
無
作
と
な
っ
た
。

八
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
、
冬
の
よ
う
な
寒
波
が
襲
来
し
人
々
は
寒
さ
と
飢
え

に
、
天
を
仰
い
で
嘆
き
悲
し
み
、
農
民
も
藩
士
も
町
人
も
食
を
求
め
て
流
散
し
、

遂
に
倒
れ
所
々
に
死
骸
の
山
を
な
し
、
大
惨
状
を
呈
し
た
。
餓
死
者
十
万
余
人
と

も
い
わ
れ
、
空
屋
は
七
千
戸
に
達
し
た
。

徳
川
家
康
の
遺
訓
に
「
郷
村
の
百
姓
を
ば
、
死
な
ぬ
よ
う
に
生
き
ぬ
よ
う
に
合

◎
津
軽
農
民
の
生
活 、
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